
全
管
連
新
年
度
事
業
計
画
案
決
定

役
員
定
数
・
委
員
会
な
ど
検
討

賃
金
上
昇
率
２
％
達
成
へ
邁
進

国
交
省

協
議
会
技
能
者
の
処
遇
改
善
で
重
点
課
題

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
六
月
十
五
日
、
東
京
・
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
第
三
百
四
十
五
回
理
事
会
を
開
き
、
第
六
十
一
回
通
常
総
会
に
提
出
す
る
令
和
三
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
を

決
定
し
た
。
新
年
度
は
組
織
の
見
直
し
や
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
活
用
な
ど
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
将
来
の
組
織
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
、
役
員
定
数
や
委
員
会
の
あ
り
方
、
一
社
あ
た
り

の
出
資
額
な
ど
を
総
務
部
・
経
理
部
の
合
同
会
議
で
検
討
し
、
令
和
五
年
七
月
の
導
入
を
め
ざ
す
。

第
六
十
一
回
通
常
総
会
は

七
月
一
日
、
愛
媛
県
松
山
市

の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
松
山
で
開
催
。
当
初

は
愛
媛
県
民
文
化
会
館
の
全

館
貸
切
り
を
予
定
し
て
い
た

も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
全
国
大
会
と
関
連
行
事

を
中
止
し
、
通
常
総
会
・
理

事
会
に
規
模
を
縮
小
す
る
こ

と
に
し
た
。
当
日
は
新
年
度

事
業
計
画
案
な
ど
を
審
議
す

る
と
と
も
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
採
択
や
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
う
。

理
事
会
で
は
新
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
や
ス
ロ

ー
ガ
ン
案
な
ど
を
原
案
ど
お

り
承
認
。
新
年
度
の
重
点
事

項
の
う
ち
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
所
属
業
者
が
ピ
ー

ク
時
の
二
〇
〇
一
年
の
約
二

万
三
千
社
か
ら
約
一
万
五
千

社
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
実
態
に
即
し
た
体

制
整
備
に
着
手
す
る
。
将
来

を
見
据
え
て
組
織
を
ス
リ
ム

化
し
、
機
動
的
・
効
率
的
に

運
営
し
て
い
く
考
え
だ
。

国
土
交
通
省
が
令
和
元
年

四
月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始

し
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
は

新
年
度
か
ら
「
専
門
工
事
企

業
の
施
工
能
力
等
の
見
え
る

化
評
価
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
全
管

連
は
配
管
職
種
と
し
て
の
企

業
評
価
基
準
を
策
定
す
る
。

ま
た
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

年
収
目
安
の
設
定
を
め
ざ
し

て
昨
年
十
一
月
に
実
施
し
た

年
収
給
与
の
支
払
い
状
況
調

査
結
果
を
ま
と
め
る
。

理
事
会
終
了
後
に
開
か
れ

た
記
者
会
見
に
は
藤
川
会
長

を
は
じ
め
岩
野
隆
一
総
務
部

長
、
粕
谷
明
博
専
務
理
事
、

松
本
淳
司
常
務
理
事
、
上
田

忠
幸
事
務
局
長
ら
が
出
席
し

て
事
業
計
画
案
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
説
明
。
席
上
、
藤
川

会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
通

常
総
会
も
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
・
愛
媛
県
連
の

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
る
。
二
年
後

に
愛
媛
県
で
全

国
大
会
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
祈

念
し
て
い
る
。

組
織
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
会

員
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
う
か

が
い
な
が
ら
着

実
に
進
め
て
い

き
た
い
」
と
一

致
協
力
し
て
取

り
組
む
姿
勢
を

示
し
た
。

国
土
交
通
省
は
六
月
十
六

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
会
議
室
で

第
六
回
「
建
設
業
社
会
保
険

推
進
・
処
遇
改
善
連
絡
協
議

会
」
（
会
長
・
蟹
澤
宏
剛
芝

浦
工
業
大
学
建
築
学
部
教

授
）
を
開
き
、
令
和
三
年
度

の
重
点
課
題
を
確
認
し
た
。

一
致
協
力
し
て
技
能
労
働
者

の
賃
金
上
昇
率
二
％
の
目
標

達
成
へ
邁
進
す
る
。

将
来
に
わ
た
り
建
設
業
の

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
に

は
社
会
保
険
加
入
を
含
め
た

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
が

不
可
欠
だ
。
こ
の
た
め
建
設

産
業
専
門
団
体
連
合
会
、
日

本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
、

日
本
配
管
工
事
業
団
体
連
合

会
、
日
本
冷
凍
空
調
設
備
工

業
連
合
会
、
全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
な
ど
か
ら

な
る
同
協
議
会
で
は
連
携
し

て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
協
議
会
で
は
青
木

由
行
同
省
土
地
・
建
設
産
業

局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
技
能
と
経
験
に
応
じ
た

賃
金
の
支
払
い
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
簡
単
に
ダ
ン
ピ
ン

グ
で
き
な
い
環
境
づ
く
り
が

重
要
だ
」
と
強
調
。
ま
た
蟹

澤
会
長
が
「
あ
る
べ
き
建
設

産
業
に
向
け
て
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

新
年
度
は
設
計
労
務
単
価

の
上
昇
を
通
じ
て
適
正
利
潤

の
確
保
や
賃
金
の
引
き
上
げ

に
つ
な
が
る
好
循
環
を
実
現

し
、
将
来
の
担
い
手
を
確
保

・
育
成
す
る
た
め
、
技
能
労

働
者
の
二
％
以
上
の
賃
金
上

昇
を
め
ざ
す
。
重
点
課
題
と

し
て
①
法
定
福
利
費
の
内
訳

明
示
の
徹
底
・
促
進
②
一
人

親
方
対
策
の
推
進
③
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

活
用
促
進
―
―
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

理事会終了後に記者会見

藤川会長

関係団体などが意見交換

青木局長

蟹澤会長

（旬刊５ノ日発行）2021年（令和3年）６月２５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2403号（１）




